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林
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
に

は
、
林
業
経
営
体
が
収
益
性
を
高
め
つ
つ
、

長
期
に
わ
た
る
持
続
性
を
旨
と
し
た
経
営
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
目
指
す
べ
き
林
業
経
営
の
姿
を
示
し
つ

つ
、
そ
れ
に
向
け
た
林
業
経
営
体
の
育
成
、

さ
ら
に
は
、
林
業
従
事
者
の
育
成
・
確
保
、

労
働
安
全
等
に
関
す
る
施
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
主
な
論
点
〉

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
の
展
開

　
林
業
の
現
場
は
、
厳
し
い
環
境
下
で
の
人

力
作
業
が
多
く
、
生
産
性
・
安
全
性
が
低
位

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
丸
太
の

生
産
・
流
通
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
、
そ
の
販

売
収
益
か
ら
再
造
林
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
持
続
的
な
林
業

経
営
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
林
業
の
常

識
を
見
直
し
、新
技
術
な
ど
の
林
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
、
保
育

に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
図
１
）。
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主伐 造林

補助金

保育
n生産性向上の取組
n造林作業の省力化
などで収支プラス

さらに、自動化機械やエ
リートツリーなどの新技
術を導入し、収益向上

図１：目指すべき「新しい林業」（１ha当たりの収入・経費の試算）

現
在
の
林
業

近
い
将
来

新
し
い
林
業

新
た
な
森
林・林
業

基
本
計
画
に

向
け
た
検
討
状
況

～
持
続
的
な
森
林・林
業・木
材
産
業
を
目
指
し
て
～ Part2

　
前
号
の
特
集
に
引
き
続
き
、林
政
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
新
た
な
森
林・

林
業
基
本
計
画
に
向
け
た
検
討
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
号
で
は
、

持
続
的
な
森
林
の
管
理
・
利
用
を
実
現
す
る
た
め
の
林
業
・
木
材
産
業
・
山
村

の
振
興
に
関
す
る
主
な
論
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

担
い
手
と
な
る
林
業
経
営
体
の
育
成

造林作業 間伐・主伐作業 収穫期間

造林作業 間伐・主伐作業 収穫期間

※収入・経費の算出に関する詳細は、林野庁HPに掲載している
林政審議会（令和２年11月16日開催）資料３をご覧ください。

チェーンソー・高性能林業機械による作業 従来品種50年

機械導入による省力化・軽労化 自動化・遠隔操作機械の導入 早生樹・エリートツリー30年

人力による作業が多い
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経
営
力
の
強
化

　
主
伐
が
増
加
す
る
中
、
林
業
経
営
体
の
事

業
規
模
や
生
産
性
は
徐
々
に
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
（
図
２
）。
一
方
で
、
収
益
に
対
し
て

高
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
施
業
の
集
約
化
等
に
よ
る
販
売
量
の

増
加
や
、
丸
太
を
効
率
的
に
運
搬
で
き
る
林

道
整
備
等
を
行
い
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ

と
で
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
的
な
林
業
経
営
に
不
可
欠
な

再
造
林
等
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
造
林
作
業
者
の
育
成
や
、
経
営
体
に
お

い
て
伐
採
だ
け
で
な
く
再
造
林
が
で
き
る
体

制
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

従
事
者
の
育
成
・
確
保
、
労
働
安
全

　
林
業
へ
の
新
規
就
業
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
緑
の
雇
用
事
業
＊
に
よ
り
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
さ
ら
に
、
継

続
的
な
就
業
を
図
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き

従
事
者
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
研
修
の
実

施
や
、
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
技
能
評
価
の

導
入
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
他
産
業
と
比
べ
て
労
働
災
害
が
発

生
し
や
す
い
現
場
作
業
を
改
善
す
る
た
め
、

災
害
が
起
き
や
す
い
伐
採
作
業
の
機
械
化
や

軽
労
化
、
労
働
安
全
装
備
等
の
装
着
、
Ｖ
Ｒ

に
よ
る
安
全
体
験
研
修
な
ど
の
導
入
を
図

り
、
労
働
安
全
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・	

収
穫
ま
で
長
い
年
月
を
要
す
る
林
業
で
は
、

林
業
者
に
い
か
に
利
益
を
生
み
出
す
か
が

極
め
て
重
要
。

・	

育
て
る
林
業
か
ら
、
木
材
を
持
続
的
に
活

用
す
る
林
業
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
再
造

林
を
伴
わ
な
い
皆
伐
は
社
会
的
理
解
を
得

ら
れ
な
い
。

・	

従
事
者
の
所
得
向
上
に
向
け
て
生
産
性
向

上
・
省
力
化
を
図
る
一
方
、
森
林
整
備
を

十
分
実
施
で
き
る
従
事
者
数
の
確
保
も
考

え
る
べ
き
。

＊
緑
の
雇
用
事
業
…
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
に

向
け
た
林
業
経
営
体
が
行
う
研
修
や
、
現
場
技
能

者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　　林業イノベーションとは？
　人口減少社会を迎え、人手不足へ対処するため、森林・
林業分野でも省力化・低コスト化につながる『林業イノ
ベーション』に対する期待が高まっています。

　
国
産
材
供
給
量
の
増
加
と
と
も
に
、
木
材

製
品
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
製
材
・
合
板

工
場
の
整
備
が
進
み
、
そ
の
規
模
拡
大
・
生

産
性
の
向
上
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
に
国
産
材
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、

他
資
材
や
外
材
に
対
す
る
競
争
力
の
強
化
や

大
径
材
の
活
用
、
需
要
者
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
製
品
の
生
産
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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図２：林業経営体の生産性の推移

図３：緑の雇用事業による新規就業
者の獲得

フォワーダからトラックへの直積み

丸太の在庫を把握するアプリ

就業相談会

トライアル雇用 短期研修

■ レーザー計測等を活用した情報把握

ドローンや航空機に搭載し
たレーザー計測などにより、
森林資源を把握

■ 林業機械の自動化

遠隔操作による伐倒車 荷掛け・搬送・荷下ろし
を自動化

重労働である下刈りの
自動化

■ 成長の良いエリートツリーの活用（前号参照）

■ ICT活用による丸太の生産・在庫管理
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〈
主
な
論
点
〉

国
産
木
材
製
品
の
競
争
力
の
強
化

　
製
材・合
板
工
場
の
大
規
模
化
が
進
み
（
表

１
）、
国
産
材
製
品
の
価
格
競
争
力
・
供
給
能

力
が
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
規
模
工
場

に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
高
効
率
化
等
を
図

り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
・
人
工
乾
燥
材
・
集
成
材
等
の

品
質
や
性
能
の
明
確
な
国
産
材
の
供
給
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地
域
産

業
を
支
え
る
地
場
の
中
小
規
模
工
場
で
は
、

地
域
の
工
務
店
と
の
連
携
等
を
通
じ
て
、
単

価
の
高
い
地
域
材
製
品
や
、
細
か
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
製
品
の
供
給
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
非
住
宅
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利

用
が
進
む
中
、
強
度
性
能
や
含
水
率
な
ど
が

明
確
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
認
証
の
促
進
な
ど
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供
給
促
進
等
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
（
表
２
）。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・	

品
質
・
コ
ス
ト
面
で
の
競
争
力
強
化
や
、

国
産
材
の
集
成
材
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供
給

拡
大
に
向
け
た
対
策
が
必
要
。

・	

地
場
製
材
工
場
等
は
、
工
務
店
等
と
連
携

し
て
地
域
材
の
利
用
を
支
え
て
お
り
、
支

援
が
必
要
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
住
宅
着
工
戸
数
減
な
ど

国
内
の
木
材
需
要
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
新
た
な
分
野
で
の
国
産
材
利
用
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
戸
建
て
住
宅

に
お
け
る
外
材
か
ら
国
産
材
へ
の
転
換
に
加

え
、
こ
れ
ま
で
木
材
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
都
市
等
の
中
高
層
建
築
物
や
非
住

宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用（
図
４・図
５（
次

頁
））
を
進
め
る
ほ
か
、
木
材
製
品
の
輸
出
促

進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
主
な
論
点
〉

都
市
等
の
中
高
層
建
築
物
等
へ
の

木
材
利
用
促
進

　
都
市
部
の
中
高
層
建
築
物
は
、
耐
火
性
能

や
強
度
の
高
い
部
材
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

背
景
に
、
木
質
耐
火
部
材
や
高
耐
力
部
材
な

ど
の
開
発
が
進
み
、
民
間
企
業
で
も
木
造
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
部
材

や
設
計
の
標
準
化・規
格
化
と
と
も
に
、設
計・

施
工
者
の
育
成
、
木
質
耐
火
部
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ

な
ど
の
新
た
な
技
術
・
製
品
の
開
発
、
普
及

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
に
対
応
し
た
デ

ザ
イ
ン
性
・
機
能
性
の
高
い
製
品
の
開
発
も

重
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
木
材
利
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資料：財務省「貿易統計」

（㎥） （百万円）

資料：国土交通省「建築着工統計」（平成30年）より林野庁作成
「住宅」とは居住専用建築物、居住専用準住宅、居住産業併用建築物の合計。「非住宅」とはこれら以外をまとめたもの。
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n中高層建築はほぼ非木造
n低層非住宅建築は鉄骨造が
圧倒的多数

非木造 木造

工場の規模
（国産原木消費量）

工場数
H16 H30

10万㎥以上 0 16
５～10万㎥未満 13 24
１～５万㎥未満 194 215

１万㎥未満 9,213 4,327

計 9,420 4,582
※林野庁業務資料、農林水産省「木材統計調査」

区　　分 格付率

製材全体 13%
一般製材 12%
2×4 100%

集成材 95%
合板 91%

※農林水産省業務資料、
農林水産省「木材統計調査」

新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part2

都
市
等
で
の

木
材
利
用
・
輸
出
の
展
開

表２：国内生産製品のJAS格付率 表１：規模別の製材工場数

大規模工場の例

製材・集成材・燃料材など木材を余すところなく活
用できるコンビナート

図６米国向けフェンス材の輸出 図４階層別・構造別の着工建築物の床面積
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用
の
良
さ
や
調
達
方
法
・
コ
ス
ト
の
情
報
共

有
な
ど
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
に
向
け
た

気
運
の
醸
成
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。木

材
製
品
輸
出
の
促
進

　
木
材
輸
出
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
従
来

の
丸
太
輸
出
か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
木
材

製
品
輸
出
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
輸
出
先
国
・
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
製
品
等
を
製
造
す
る
加
工
施

設
の
整
備
、
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
す（
図
６（
前
頁
））。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・
技
術
の
標
準
化
、
木
造
建
築
設
計
に
関
す

る
教
育
な
ど
、
木
造
の
設
計
を
し
や
す
く

す
る
こ
と
が
必
要
。

・
木
材
利
用
へ
の
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
た

め
、
そ
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

発
信
が
必
要
。

・
丸
太
で
は
な
く
製
品
や
不
燃
処
理
木
材
等

の
輸
出
な
ど
、
戦
略
を
も
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
。

2

図７ 森林資源フル活用のイメージ

一
般
的
な
買
取
価
格

枝条・
曲がり材等

小曲材・
小径材

太く
通直な材

主
に
チ
ッ
プ
用

主
に
合
板
用

主
に
製
材
用

木材チップ

合板

集成材

製材品

紙・板紙の
原料、燃料等

建築物の壁・床・
屋根、コンクリー
ト型枠等

建築物の構造材
（柱・梁等）、内装
材、家具建具用材

木質系新素材とは？
　木質バイオマスから取り出
した木の成分から開発された

素材で、新たな産業資
材として期待され
ています。

改質リグニンにより自動車部
材を開発

低

高

図５ 進む木材利用の取組

公共建築物での木材利用
公共建築物の木造率は上昇傾向。準耐火・耐火構造
の事例も。

羽黒高校（山形県）（2017年竣工）
国内初の木造３階建て準耐火校舎、CLTを活用

合同庁舎１号館南別棟（2017年竣工）
（農林水産省保育所）（東京都）
耐火構造による保育施設、CLTを活用

民間建築物での木材利用
木材を利用した民間の店舗、事務所ビル、集合住宅
等の事例も続々登場。

マクドナルド五条桂店（京都府）（2019年竣工）

THE WOOD
（東京都）
（2018年竣工）
地上１～２階鉄骨
造、地上３～６階
木造の混構造事務
所ビル

多様な木材利用の展開
建築物以外の分野でも国産材利用の取組事例が見
られるように。

家具等に地域材をふんだんに使用したIT企業のオ
フィス（株式会社ドリーム・アーツ 広島本社オフィ
ス〈設計・施工㈱ワイス・ワイス〉）

炭素固定効果も期待される丸太を活用した軟弱地
盤対策

建築物の構造材
（梁・桁等）等



7 2021.3 No.168   林野

　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度
）
に
よ
っ
て
、
未
利
用

材
等
の
燃
料
材
の
需
要
が
大
き
く
増
加
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
燃
料
材
需
要
の
急
速
な
拡

大
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
森
林
資
源
の

持
続
性
や
既
存
の
木
材
利
用
事
業
者
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
未
利
用
材
活
用
（
図
７
）
や
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
＊
を
基
本
と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

効
率
の
高
い
熱
利
用
の
推
進
や
未
利
用
材
の

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
供
給
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定

時
の
森
林
資
源
の
保
続
に
関
す
る
事
前
確
認

の
推
進
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
後
を
見
据

え
て
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
や
改

質
リ
グ
ニ
ン
な
ど
の
新
た
な
木
質
系
素
材
へ

の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・
中
小
規
模
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
推
進
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
す
べ
き
。

・
無
理
な
燃
料
調
達
計
画
が
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
崩
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
資
源
状
況
等
を

踏
ま
え
適
正
な
も
の
と
す
べ
き
。

・
未
利
用
材
の
安
定
し
た
需
要
を
創
出
す
る

た
め
に
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

等
の
木
質
系
新
素
材
の
開
発
・
普
及
に
取

り
組
む
べ
き
。

　
自
然
豊
か
で
、
文
化・伝
統
を
継
承
す
る
山

村
は
、
我
が
国
の
林
業
を
支
え
る
重
要
な
地

域
で
す
。
山
村
で
は
人
口
減
少・少
子
高
齢
化

が
進
み
、
集
落
機
能
の
維
持
に
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
若
年
層
を
中
心
に
、

地
方
移
住
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
加
傾
向
に

あ
る
な
ど
明
る
い
兆
し
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
山
村
の
暮
ら
し
や
都
市
部
か
ら
の
新
し
い

ニ
ー
ズ
に
森
林
・
林
業
が
何
を
な
し
得
る
の

か
と
い
う
視
点
か
ら
、
山
村
の
人
々
の
糧
と

な
る
地
域
産
業
の
育
成
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
、
関
係
人
口
＊
の
拡
大
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
（
図
８
）。

〈
主
な
論
点
〉

山
村
の
地
域
産
業
の
育
成

　
地
域
内
の
経
済
循
環
を
生
み
出
し
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
森
林
資
源
を
活
用

し
た
林
業・
木
材
産
業
の
推
進
、
き
の
こ
や

薪
な
ど
特
用
林
産
物
の
活
用
、
森
林
サ
ー
ビ

ス
産
業
＊
の
創
出
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め
に

は
、
農
林
地
の
管
理
・
利
用
な
ど
の
住
民
に

よ
る
協
働
活
動
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
や
林
業
へ
の
新
規
雇
用
な
ど

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】 

・
針
葉
樹
だ
け
で
な
く
、
広
葉
樹
や
き
の
こ
、

木
炭
、
漆
等
の
活
用
に
よ
る
収
入
確
保
が

必
要
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
に
も
、
地

域
の
森
林
管
理
を
促
進
す
べ
き
。

・
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

森
林
の
空
間
利
用
を
進
め
て
い
く
必
要
。

・「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
等
の
子
ど
も
へ
の
環

境
教
育
活
動
を
広
げ
る
べ
き
。

＊
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
…
木
材
を
建
築
等
の
資
材
と
し
て
利
用
し
た
後
、
ボ
ー
ド
や
紙
等
と
し
て
の
再
利
用
を
経

て
、
最
終
段
階
で
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

＊
関
係
人
口
…
定
住
者
で
も
、
一
時
的
に
訪
れ
た
観
光
客
で
も
な
い
、
地
域
や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る

人
々
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

＊
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
…
森
林
空
間
を
健
康
、
観
光
、
教
育
等
の
多
様
な
分
野
で
活
用
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

産
業
で
す
。

え
る
存
在
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

山
村
を
応
援
す
る
関
係
人
口
の
拡
大

　
人
口
減
少
の
中
、住
民
だ
け
で
な
く
、地
域

外
の
人
々
に
も
山
村
の
地
域
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、幼
少
期
か
ら
の
森
林
環
境
教
育
や
自
然

の
中
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
通
じ
て
、人
々
の
山

村
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

12

3

新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part2

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

新
た
な
山
村
価
値
の
創
造

図８ 森林を活用した多様な取組

山村の地域産業の育成

自伐型林業の実施者を育成して、地域の
広葉樹の多様な利用を推進。

地域コミュニティの活性化

地域の農業従事者が竹林化で荒れた里山
を整備。竹粉を土壌改良材などに利用。

山村を応援する関係人口の拡大

都市部などの生活習慣の改善が必要な
人を対象に、森林内でのクアオルト健康
ウォーキングの実施。

伝統技術「漆掻き」の伝承や、漆の需要拡
大に向けた取組を展開。

農地として活用が困難となった土地で
の植林で、新たな地域資源の創出。

自立性・創造性等を育むとして注目され
る森のようちえんに取り組む地域が増
加。




